
 

 

 

 

 

 

 

 

2023 年度 

活動期間 ： 2023 年 2 月～2024 年 1 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                                           

  

 

発行日  2024 年 4 月 19 日 

 

 

http://www.kawaryo-pgm.jp 

エコアクション 21 環境経営レポート 

認証番号 0009484 



 

 

 

 

 

 

1. 

2. 

3. 

4. 

5. 

6. 

7. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― 目次 ― 

粟ヶ岳山頂の磐座 



 

- 1 - 

 

 

 

１－１  会社名   株式会社 KAWARYO PGM 

１－２  代表者   代表取締役  米山 雅巳 

 

１－３  所在地   本社 （事務所・工場）   静岡県浜松市西区湖東町 5849 番地 

                  （  駐車場  ）   静岡県浜松市西区湖東町 5847 番地 1  

                                静岡県浜松市西区湖東町 5920 番地 3 

                                静岡県浜松市西区湖東町 5926 番地 1 

                                              

１－４  資本金      2,000 万円 

 

１－５  設立年月日   平成 21 年 2 月 5 日 

 

１－6   決算期      ２月１日 ～ 翌年１月 31 日 

 

 

 

１－7   事業内容     貴金属リサイクル業 

                  産業廃棄物・特別管理産業廃棄物の収集運搬業 

 

 

 

 

 

 

 

 

廃プラスチック屑 金属くず ガラスコンクリートくず 廃酸 廃アルカリ

静岡県 02201148813 令和3年6月8日 令和10年6月7日 ● ● ● ● ●

愛知県 02300148813 令和3年6月8日 令和10年6月7日 ● ● ● ● ●

三重県 02400148813 令和4年3月5日 令和11年3月4日 ● ● ● ● ●

岐阜県 02100148813 令和5年8月24日 令和12年8月23日 ● ● ● ● ●

許可品目
許可番号 許可年月日 有効年月日行政名

1. 事業活動の概要 
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１－8  処理施設の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１－9  処理費用   収集運搬に係る費用は、排出場所・品目に応じて、ご提案・お見積もりを 

                させていただきますので、下記までご連絡下さい。 

 

 

 

 

１－10   年間売上高 （単位：百万円） 

 

 

静岡県 02251148813 令和3年6月8日 令和10年6月7日

愛知県 02350148813 令和3年6月8日 令和10年6月7日

三重県 02450148813 令和4年3月5日 令和11年3月4日

岐阜県 02150148813 令和5年8月24日 令和12年8月23日 ●

●

●

●

特　別　産　業　廃　棄　物　収　集　運　搬　業
許可品目

許可番号 許可年月日 有効年月日行政名
感染性産業廃棄物

1 小型貨物車（バン） 1100　ｋｇ 469×169×197 浜松400な4641

2 〃 1000　ｋｇ 469×169×198 浜松400に1006

3 〃 1100　ｋｇ 469×169×197 浜松400な6201

4 〃 1100　ｋｇ 469×169×197 浜松400に6376

5 〃 1100　ｋｇ 469×169×197 浜松400に4816

6 〃 1100　ｋｇ 469×169×197 浜松400に4817

7 〃 1100　ｋｇ 469×169×197 浜松400に8871

8 〃 1200　ｋｇ 469×169×199 浜松400に6105

連絡先  ㈱KAWARYO PGM  0120-51-0319 

売上高

2023年度 2022年度 2021年度

2,424 2,549 1,883
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１－11   産業廃棄物の受入量・運搬量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１－12   従業員数    15 人（2023 年 1 月決算） 

 

 

１－13   事務所の延面積    本社  事務所  346.94 ㎡ 

                           工 場    82.96 ㎡ 

                           駐車場    320 ㎡ 

                      

1－14   対象範囲     全組織・全活動・全従業員を対象とする。 

 

1－15   環境管理責任者及びエコアクション 21 事務局 

        環 境 管 理 責 任 者  藤崎 直人  メールアドレス  naoto@kawaryo-pgm.jp 

           エコアクション 21 事務局  磯部 笑子  メールアドレス  info@kawaryo-pgm.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

受入量 運搬量 受入量 運搬量 受入量 運搬量

廃プラスチック 19.478 19.478 15.988 15.988 15.841 15.841

ガラス陶磁器くず 67.435 67.435 71.544 71.544 75.660 75.660

廃酸 1.585 1.585 1.228 1.228 1.400 1.400

廃アルカリ 1.476 1.476 1.188 1.188 1.229 1.229

金属くず 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

感染性産業廃棄物 35.240 35.240 30.425 30.425 30.333 30.333

合計 125.214 125.214 120.373 120.373 124.463 124.463

2023年度
廃棄物の種類

2022年度 2021年度

TEL 053(486)2660   FAX 053(486)2665 

会社に咲いたツツジ 



 

- 4 - 

 

1－16   エコアクション 21 組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代表者（社長） 環境管理責任者 ＥＡ21事務局 各担当者 全従業員 

環境経営に関する統括責任 
環境経営システムの構築、実

施、管理 
環境管理責任者の補佐 

自部門における環境経営方

針の周知 

環境経営方針の理解と環境

への取組の重要性を自覚 

環境経営システムの実施に

必要な人・設備・費用等を準

備する 

環境関連法規等の取りまと

め表を承認 

環境負荷のチェック及び環

境への取組の自己チェック

の実施 

時部門の従業員に対する教

育訓練の実施 

決められたことを守り、自主

的・積極的に環境活動へ参加 

環境管理責任者を任命 
環境経営目標・環境経営計画

書を確認 

環境経営目標、環境経営計画

書原案の作成 

時部門に関連する環境経営

計画の実施及び達成状況の

報告 

 環境経営方針の策定・見直し

及び全従業員へ周知 

環境活動の取組結果を代表

者へ報告 
環境活動の実績集計 

自部門に必要な手順書の作

成及び手順書による実施 

環境経営目標・環境経営計画

書を承認 
観光経営レポートの確認 

環境関連法規等取りまとめ

表の作成及び最新版管理 

自部門の想定される事故及

び緊急事態への対応の為の

手順書作成、試行・訓練を実

施、記録の作成 

代表者による全体の評価と

見直しを実施 

 

環境関連法規等取りまとめ

表に基づく遵守評価の実施 

自部門の問題点の発見、是

正、予防処置の実施 

環境経営レポートの承認 

環境関連の外部コミュニケ

ーションの窓口 
 

環境経営レポートの作成・公

開 

 

代表者 

社 長 

環境管理責任者 

藤崎 直人 

EA21事務局 

磯部 笑子 

営業部 

6名 

品質管理部 

4名 

総務部 

3名 
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制定日 ： 2012 年 10 月 1 日 
改定日 ： 2020 年 5 月 1 日 

 

代表取締役    米山 雅巳 

2. 環境経営方針 

【基本指針】 
 
1 経営における課題とチャンスを踏まえ、省資源・省エネ化の段階的実現を 

推進します。 
  

2 資源とエネルギーの有効活用並びに廃棄物の削減に対する環境目標を定め、 
目標達成のために次の活動を行い、継続的な改善を行います。 
 

a. 電気・燃料の削減に努め二酸化炭素排出量を削減します。 
b. グリーン購入を推進します。 
c. 廃棄物の排出量の削減に努めます。 
d. 水使用量の削減に努めます。 

 
3 顧客に対して環境に配慮したサービスを提供します。 

 
4 地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。 
 
5 環境関連法規及び条例等を遵守します。 
 
6 すべての社員が環境負荷低減活動を積極的に実践できるように、 

環境経営方針を全従業員及び協力会社に周知し社外にも公開します。 
 
 

【企業理念】 

株式会社 KAWARYO PGM は、非鉄金属リサイクルと産業廃棄物収集運搬業を通
じ、限りある資源を大切にそして有効に利用して、環境と調和した社会づくりに貢
献します。 
「リサイクルで変わります」を合言葉に、次世代へ繋がる環境活動を実践していき
ます。 
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（1）単年目標及び中長期目標 

項目 単位 

基準値 単年度及び中長期目標 

2020 年度 
2021 年度 

［1％削減］ 

2022 年度 

［2％削減］ 

2023 年度 
［自動車燃費 

3％up］ 

2024 年度 
［自動車燃費 

3％up］ 

二

酸

化

炭

素 

合計  
二酸化
炭素排
出量 

Kg-CO2 95,289 
自動車燃料の二酸化炭素削減の目標が燃費になった為、二酸化炭素合計

排出量には目標を掲げず数値を把握していく。 

電力 ｋWｈ 13,227 13,094 12,262 

データ収集 
2023 年実績 
から 1％削減 

Kg-CO2 5,978 5,919 5,858 

プロパン
ガス 

ｋｇ 8,327 8,243 8,160 
データ収集 

 

2023 年実績 
から 1％削減 

Kg-CO2 24,999 24,749 24,499 

ガソリン車 

燃料 

燃費  

ℓ/km 
12.68 

12.81 

        1％up 

12.93 

        2％up 

13.06 

        3％up 

13.06 

         3％up 

軽油車 

燃料 

燃費  

ℓ/km 
10.39 

10.49 

        1％up 

10.6 

        2％up 

10.7 

        3％up 

10.7 

         3％up 

廃

棄

物 

一般 

廃棄物 
ｋｇ 381 377 373 データ収集 

2023 年実績 
から 1％削減 

受 託 産 業 

廃棄物 
－ 

排出事業者と連携して、産業廃棄物の分別に努める 

グリーン購入 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 

水使用量 
－ 

賃貸オフィスの為、水使用量を把
握できないので、目標値を設定
せず、全従業員で節水を心掛け
削減に努める。 

データ収集 
2023 年実績 

から 1％削減 

環境配慮の促進 
－ 

排出事業者と連携し、作業時間・待機時間の短縮を図る 
騒音を考慮する 

社会貢献 
－ 年 2 回、会社周辺の清掃を行う。 

年 1 回、地域のボランティア活動を行う 
年 1 回、古切手を収集し寄付する 

※二酸化炭素排出係数は環境省が公表している電気事業者別排出係数の 2019 年度実績の中部電力㈱の値
である 0.452（kg-CO2/kWh）を使用している。 

 

3. 環境経営目標とその実績及び評価 
2023 年 3 月

新社屋へ移転 

しました！ 
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（2）活動期間（2022 年度 2 月～1 月）における環境経営目標とその実績及び評価 

項目 
単

位 

基準値 

2020 年度 

2023 年度 

目標値 

実績 評価 

2021 年度 2022 年度 2023 年度 

二

酸

化

炭

素 

合計二酸化

炭素排出量 
Kg-

CO2 
95,289 

自動車燃料の二酸化

炭素削減の目標が燃

費になった為、二酸化

炭素合計排出量には

目標は掲げず数値を

把握していく。 

95,288 96,362 110,480 ― 

電   力 

ｋWｈ 13,227 

データ収集 

13,227 14,447 27,588 

○ 
Kg-

CO2 
5,978 6,333 6,530 12,469 

プロパンガス 

ｋｇ 8,327 

データ収集 

8,327 10,407 12,852 

○ 
Kg-

CO2 
24,999 24,999 31,243 38,582 

ガソリン車 
燃費 

ℓ/

㎞ 

12.68 13.06 12.68 15.67 16.27 ○ 

軽油車 
燃費 

ℓ/

㎞ 

10.39 10.7 10.39 11.81 12.59 ○ 

一般廃棄

物 
ｋｇ 381 データ収集 380.52 230.06 285.29 ○ 

受 託 産 業 

廃棄物 
－ 排出事業者と連携して、産業廃棄物の分別に努める 

グリーン購入 100％ 
グリーン購入比率

100％ 
100％ 100％ 100％ ○ 

水使用量 - データ収集 

賃貸オフィスの為、水使用量を弊

社のみで把握できないので、目標

値を設定せず、全従業員で節水

を心掛け削減に努める 

134.56 ○ 

環境配慮の促進 
排出事業者と連携し、作業時間・待機時間の短縮を図る 
マッピングアシストの利用促進 

社会貢献 

年 2 回、会社周辺の清掃を行う 5 月・11 月 × 

年 1 回、地域のボランティア活動を行う 10 月 ○ 

年 1 回、古切手を収集し寄付する 時季変更 △ 

※二酸化炭素排出係数は環境省が公表している電気事業者別排出係数の 2019 年度実績の中部電力㈱の値で

ある 0.452(kg-CO2/kWh)を使用している。 
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（1）環境経営計画とその取組結果とその評価 〈 ○印：達成 、 △印：ほぼ達成 、 ×印：未達成 〉  

方針 項目 目的達成手段 取組

評価 
達成状況/是正策 評価/指示 

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減 

電力の二
酸化炭素

削減 

不必要な照明の消灯 ○ 
電力担当になり、改めて従量

電灯と低圧電灯がどこに使わ
れているのかを教えてもらった。
毎月の電力使用量をスマート

子メーターとビジエネを参照し
データを取る。電気の消し忘
れは朝礼で周知したり、テプラ

で注意喚起したりしたので、減
ってきている。次回からは前年
と比べて電気の使用量をしっ

かりとチェックしていき増減がる
時には原因をしっかりと追究し
ていきたい。 

新社屋になり、会社単体で
の使用量を把握できるよう

になった。今後細かく分析し
て更なる節電につなげていき
たい。 

新社屋になり、今期の数値
が基準値となるため、節電
の呼びかけがしっかりとできて

いた。今後は良いときも悪い
ときもしっかりと原因追及を
し PDCA サイクルを回して

いきたい。 

室温管理をする（暖房 23 度・冷房 26

度） 
〇 

OA 機器、電化製品の待機電力の削減 △ 

電力使用量及び太陽光発電量の正しいデ

ータ取り 
○ 

中期計画    ・空調機のフィルターの定期
的な清掃  

液化石油

ガスの二酸

化炭素削

減 

プロパンガスの使用量を把握する ○ 

年間を通じて昨年の使用量を
上回った。6 月からガスの使用

時間を正確に測れるので正し
い使用時間を把握し、無駄な
く使用していきたい。 

使用量が増えているのは、バ
ルクシステムとプロパンの仕事
の違いだと思われる。共同使

用している川良も例年に比べ
ると使用頻度は低い。バルク
システムの特徴を理解し少し

でも削減できるようにしたい。 

新社屋になり、ガス供給の
仕組みが変わったので目標
達成はなかなか難しい。今

後は今期を目標の基準に
するなどして PDCA サイクル
を回していきたい。今年度

は、廃仏壇の焼却を関係
会社の大きな焼却炉を借り
て行っている。焼却時間を

大幅に短縮することができ
た。 

自動車燃

料の二酸

化炭素削

減 

アイドリングストップの励行 〇 
年間を通して目標は達成でき

ている。理由は車をリースアッ
プのタイミングで入れ替えをし
ており、車両の劣化で燃費が

悪くなる事がないからだと思わ
れる。燃費別にみていくと増
田・堀野・松下のハイエースと

社長のプリウスの未達成が目
立つ。松野さんに燃費が良い
理由を聞くと高速道路は時速

100km で走行するように心
がけているとの事なので、全体
に周知したい。エコドライブコン

テストを全員平等に行うために
も、まず目標燃費を前年平均
にし、新車への乗り換えがあっ

た時は基準値を変更するな
ど、目標値を精査する。 
 

今期、車両の入れ替えが多

かった。新車になった時は同
じ車種の場合、基準燃費を
引き継いでいるので、新車

になった時は基準値を変更
した方が良さそう。 
毎月の燃費を入力すること

で満足し、数字の分析をし
ている人は少ないのではな
いか。数字の変動が大きい

人には聞き取り調査をする
などして原因究明ができる
と、もっと良くなると思う。次

年度は過去のデータから基
準値を決めて運用していき
たい。 

燃費の下がった月は車両ごとに原因追及す

る 
○ 

エコドライブの教育及び実行 ○ 

中期計画  ・社用車の低公害車への切り
換え  

4. 環境経営計画とその取組結果と評価及び次年度の取組み 
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廃
棄
物
排
出
量
削
減 

一般廃棄
物の削減 

分別の徹底 ○ 

【紙】用紙の保管場所に注意

書きのポップを表示した。裏紙
の再利用率は増えているが、
それだけミスプリントがあるとい

うことなので、裏紙を減らすた
めの方法を考えていきたい。 
またペーパーレスも普及させた

い。                                    
【ゴミ】トイレ設置のﾍﾟｰﾊﾟｰﾀｵ
ﾙのゴミが多いので、ｼﾞｪｯﾄﾀｵﾙ

を導入した。メーカーサイトのｼ
ﾐｭﾚｰﾀｰでﾍﾟｰﾊﾟｰﾀｵﾙ使用との
比較をした所、初期導入費

用こそ掛かるが、ﾍﾟｰﾊﾟｰﾀｵﾙ
は購入・廃棄ともに永続的に
コストがかかるので、長い目で

見ればｼﾞｪｯﾄﾀｵﾙの方がエコと
わかる。                     

【紙】裏紙の利用率は高ま

っている。今後はミスプリント
が減るような工夫を仕掛け
ていきたい。また会議資料の

ペーパーレス、両面印刷・集
約印刷なども普及させてほ
しい。     

                
【ゴミ】ｼﾞｪｯﾄﾀｵﾙ設置に当
たり、ｼﾞｪｯﾄﾀｵﾙとﾍﾟｰﾊﾟｰﾀｵ

ﾙのコストをしっかりと分析で
きた。今後、ｼﾞｪｯﾄﾀｵﾙを導
入したことにより、どのくらい

事務所から出る廃棄物が
減ったか追及したい。 
  

   
   

宅配の発送元への簡易包装の徹底 ○ 

両面排紙の有効的な活用方法を考える ○ 

中期計画    ・打ち合わせや会議の資料
等のペーパーレス化（ホワ
イトボード・プロジェクターの
使用推進） 

 

受託産業
廃棄物の
リサイクル
量の向上 

排出事業者に廃棄物の分別を呼びかける ○ 
廃棄物の中にスプレー缶が混
ざっており、処分場から注意を
受けた。回収者に注意を促

し、排出事業者へチラシを渡
して声掛けを行った。会議など
でも分別について報告し声掛

けを行う。石膏トラップの処分
について検討した。排出事業
者から出る水分の含まれたト

ラップは乾かしてもらう。排出
事業者への指導が必要。定
期的に分別のチラシを渡し声

掛けをする。 

廃プラの中に蛍光灯が入っ

ていた。再度排出事業者に
呼び掛けるために書面を作
成し配布する事。廃棄物に

スプレー缶の混入があった。
これから年末に近づくにつ
れ、排出事業者の分別ミス

や、収集運搬時の搬入ミス
が出てくる可能性があるので
注意したい。石膏トラップの

中身の処分について検討し
た。排出事業者、作業者に
しっかりと認知させ、処理方

法に間違いのないようにした
い。 

受託した産業廃棄物の搬入管理を行う ○ 

中期計画   ・排出事業者の排出状況や
運搬先の処理施設の状況を
把握し適切な収集運搬計画
を立てる 

 

水
使
用
量
削
減 

水道水の
削減 

水使用量の数値の正しいデータ取り ○ 今期が基準年となるので節水

に対する意識を社内で共有す
ることが重要と考え朝礼での
呼びかけ・水道に節水のポップ

を貼り伝達をした。日頃から自
然と意識してもらうように今後
も工夫して呼び掛けていく。使

用量が多かった月は考えられ
る原因を追究する。 
夏場にかけて使用量が増える

とおもったが、前期間より合計
使用量が低下した。石膏トラ
ップの清掃を含め原因を追究

していくようにする。12 月は石
膏トラップの清掃が多かったの
で、水使用量が増えた。今期

使用量が増えた月をしっかりと
把握し、来年度の数値の参
考にしていく。 

新社屋移転に伴い、今期
が基準年となるため数値の
意識はしにくい所があるが、

まずは社員への呼びかけを
して節水の意識を高めてい
きたい。6 月の水使用量が

多かったのは、半年に 1 度
のトラップの清掃が重なった
ことが原因だと思われる。ま

ずは原因を追究して対策を
考えたい。悪かったときはも
ちろん、良かったときもしっか

りと原因を追究して、今後に
つなげていきたい。石膏トラ
ップの掃除が多い時期はどう

しても水使用量が増加す
る。原因追及はしっかりとで
きているので、それを踏まえ

たうえで呼びかけをしていき
たい。   

節水のアイデアを募集する △ 

中期計画  雨水の利用促進 
  

環
境
配
慮
資
材
の
購
入 

グリーン購
入の推進 

資材のグリーン購入化（品目の選定） ○ 

現時点で事務用品のグリーン

購入の比率が多く、備品のグ
リーン購入化を今後は進めて
いきたい。グリーン購入を意識

してトイレットペーパーを変えた
が、トイレ詰まりの原因になる
ことが分かったので再検討が必

要。 

事務用品のグリーン購入は
しっかりとできている。今後は

担当者だけではなく、社員
全体にグリーン購入の意識
を深めたい。グリーン購入を

進めていく中で、無理のある
ものは見直しをしていきた
い。今後も無理のない範囲

でグリーン購入をすすめてい
きたい。  

事務用品のグリーン購入比率向上 ○ 

中期計画   ・産廃資材や工場資材のグリ
ーン購入品の選定                                   
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環
境
配
慮
の
促
進 

産業廃棄
物の収集
運搬にお
ける環境
配慮 

作業時間や待機時間の短縮化 ○ 
マッピングアシストの利用を個
別に声掛けをする。マッピング
アシストの使用率は高くなった

が、使用する人に偏りがある。
このシステムを使用した方が作
業時間の短縮にもつながるの

で全員が使用するようにした
い。 

しっかりと呼びかけをすること
によりマッピングアシストの利

用者が増えてきている。年
末は事故渋滞なども増える
ので、情報を共有して行き

たい。マッピングアシスト利用
の声掛けの仕方が一方的
な呼びかけが多いように感じ

るので工夫していきたい。  

マッピングアシストの有効な活用方法を社内
で展開する ○ 

中期計画  ・収集運搬時、住宅街等では
騒音を考慮し回収時間やル
ートを見直す 

 

社
会
貢
献 

社会貢献 

古切手を収集し寄付する（年 1 回） △ 
古切手は着実に増えている。
意識の向上がうかがえる。清

掃時期を逃してしまった。早め
の計画を立てることを徹底す
る。来年のボランティア計画

を、SDG's 担当の増田と話し
合っている。古切手の回収量
が減ってきている。トラップの清

掃もあるので 4 月ごろ会社周
辺の清掃を計画する。 

 
古切手の収集が少しずつ増

えてきた。海岸清掃ボランテ
ィアはエコアクション意識を高
める大切な活動なので、1

人でも多く参加するように呼
び掛けたい。会社周辺の清
掃も計画する事。 

  
   

地域のボランティア活動へ参加(年 1 回) ○ 

会社周辺の定期的な清掃（年 2 回） × 

中期計画  ・古切手を収集し年 1 回送付
する  

年
間
計
画 

環境方針･目標・活動計画の周知 ○ 

2023 年度の二酸化炭素排出量は、昨年と比べ 14,118 ㎏-CO2(114.

6%)増加しました。内訳は電力使用量が 5,939.51 ㎏-CO2（190.9％）、

プロパンガス使用量が 7338.38 ㎏-CO2（123.5％）、自動車燃料が 935.

31 ㎏-CO2（101.6％）、一般廃棄物が 55.23 ㎏-CO2（124.0％）、受

託産業廃棄物が 4.841 ㎏-CO2（104.0％）の増加です。 

大きな原因は、2023 年 3 月に新社屋に移転し、電力使用量が大幅に増え

た事、また工場のガス供給設備がプロパンガスからバルクシステムに変更となったこ

とです。   

今年度は、ガス使用量・電力使用量・水使用量はデータ取りが目標だったので

数値取りに工夫をしました。ガス使用量は、今まで使用時間は自己申告となって

いましたが今期からタイムカードの仕組みを利用し、ガス使用開始時と使用終了

時に打刻することにより正確な使用時間が把握できるようになりました。バルクタン

クへの補充はガス会社のタイミング（おおむね月初）となり、ガスの請求書記載の

総使用量を使用時間で割って 1 時間当たりの使用量を計算しているので、使用

時間の時間軸とガスの供給量の軸にズレが生じますが、年間のガス使用量で見る

と問題になる数字ではないと思われます。 

自動車燃料は軽自動車(ガソリン）を電気自動車に入れ替えましたが、普通

自動車（ハイオク）を 1 台増車しています。よって、二酸化炭素排出量は増えま

した。しかしエコドライブコンテストなどで意識が高まっているので燃費目標は達成で

きています。車両の劣化によりどうしても目標をクリアできない車両があります。基

準年を固定すると高い目標となってしまうので燃費の目標値は毎年前年の平均

+1％に変更します。 

昨年からSDG’ｓの活動も行っています。今回で 2 回目となる浜名湖クリーン

作戦を実施し、昨年と同じ場所で行い 17 名で 45 ㎏のゴミを回収しました。参

加者が増えるよう、楽しんでゴミ拾いができるイベントにしてほしいです。今年のデー

タを基に来年以降の基準値や活動内容を考え、二酸化炭素の削減に取り組ん

でほしいです。  

環境目標。環境活動進捗状況確認・

評価 
○ 

適正処理を行うための研修会参加 ○ 

緊急事態対応訓練 ○ 

環境活動レポートの作成と地域事務局

への送付 
○ 

KAWARYO PGM 新社屋完成の記念撮影 
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（2）次年度の取組内容 

方針 項目 目的達成手段 責任者 

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減 

電力の二酸化炭素削減 

不必要な照明の消灯 

松下 
室温管理をする（暖房 23 度・冷房 26 度） 

帰社時のパソコン電源オフの徹底 

月に１回ノー残業デーの実施 

中期計画   ・空調機のフィルターの定期的な清掃  

液化石油ガスの 
二酸化炭素削減 

プロパンガスの無駄のない使用及び数値の管理 酒井 

自動車燃料の 
二酸化炭素削減 

アイドリングストップの励行 

藤崎 燃費の下がった月は車両ごとに原因追及をする 

エコドライブの教育及び実行 

中期計画  ・社用車の低公害車への切り換え  

廃
棄
物
排
出
量
削
減 

一般廃棄物の削減 

宅配の荷物の発送元への簡易包装の徹底 
本間 

事務所から出るごみの分別の徹底 

会議資料や確認資料の両面印刷・集約印刷の徹底 
増田 

ミスプリント削減の為、印刷前にプレビュー確認の徹底 

中期計画   ・打ち合わせや会議の資料等のペーパーレス化 
（ホワイトボード・プロジェクターの使用推進）  

受託産業廃棄物の 
リサイクル量の向上 

排出事業者に廃棄物の分別を呼びかける 堀野 

受託した産業廃棄物の搬入管理を行う 鈴木 
中期計画   ・排出事業者の排出状況や運搬先の処理施設の状況を把握し適切

な収集運搬計画を立てる  

水
使
用
量
削
減 

水道水の削減 

節水のアイデアを募集する 
佐野 

洗車時や石膏トラップの清掃時の節水を呼び掛ける 

中期計画  ・雨水の利用促進  

環
境
配
慮
資
材

の
購
入 

グリーン購入の推進 

資材のグリーン購入化（品物の選定） 
田上 

事務用品のグリーン購入比率向上 

中期計画   ・産廃資材や工場資材のグリーン購入品の選定  

環
境
配
慮
の
促
進 

産業廃棄物の収集運搬に
おける環境配慮 

作業時間や待機時間の短縮化 
堀野 

マッピングアシストの有効な活用方法を社内で展開する 

中期計画  ・収集運搬時、住宅街等では騒音を考慮し回収時間やルートを見直す  

社
会
貢
献 

社会貢献 

年１回、古切手を収集し寄付する 

栗野 年 1 回、地域のボランティア活動へ参加する 

年 2 回、会社周辺の定期的な清掃をする 

中期計画  ・古切手を年 1 回送付する  

年
間
計
画 

環境方針･目標・活動計画の周知 環境事務局 

環境目標・環境活動進捗状況確認・評価 環境管理責任者 

適正処理を行うための研修会参加 環境事務局 
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（1） 環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果 

区分 法規制等の名称 該当する要求事項 条項 概要 
遵守
評価 

㈱K
A
W

A
R
Y
O

 
P
G

M
 

と
し
て
遵
守
す
る
法
律 

環

境

法

令 

廃棄物の処理及び清掃
に関する法律 

事業者の責務 第 3 条 事業者の一般廃棄物の自ら処理 遵守 

所有・占有・管理土地の清潔の
保持 

第 5 条 不適正処理廃棄物発見の速やかな通報等 遵守 

一般廃棄物の委託処理 
第 6 条の 2

第 6 項 契約の締結 遵守 

産業廃棄物収集運搬車に係る
表示及び書面備え付け 

第 12 条 
産業廃棄物収集運搬車であることを車体に表示
する。許可証の写し、マニフェストの備え付け。 

遵守 

産業廃棄物収集運搬業の帳簿
整備 

第 12 条の 2 帳簿の整備・保存 遵守 

産業廃棄物収集運搬業の管理

票処理 

第 12 条の 3
第 3 項 

・B1 票の 90 日以内の送付 

・収集運搬業者の管理票交付者へのマニフェスト
の写しを送付、この場合において当該産業廃棄
物処分委託へのマニフェスト管理票の回付 

遵守 

第 12 条の 3
第 6 項 管理票交付者のマニフェストの保管 遵守 

第 12 条の 3
第 7 項 

・産業廃棄物管理票交付状況等の報告 
・保管（5 年間） 

遵守 

虚偽の管理票発行の禁止 第 12 条の 4 虚偽の受託、虚偽の運搬の禁止 遵守 

産業廃棄物の収集運搬業の許
可 

第 14 条 
許可基準、許可期限、名義貸し禁止、許可取り
消し基準 

遵守 

産業廃棄物の収集運搬業許可
の変更等 

第 14 条の 2  遵守 

特別管理産業廃棄物の収集運
搬業の許可 

第 14 条の 4  遵守 

特別管理産業廃棄物処理業
者の責務 

第 14 条の 4

第 12 項 
特別管理産魚廃棄物処理基準の遵守 遵守 

特別管理産業廃棄物の収集運

搬業許可の変更 
第 14 条の 5  遵守 

不法投棄の禁止 第 16 条  遵守 

産業廃棄物収集運搬に必要な

報告 
第 18 条 産業廃棄物収集運搬実績報告書の提出 遵守 

感染性産業廃棄物処理ガイド

ライン 
― ガイドラインの規定を満たす収集運搬 遵守 

道路交通法 

免許証携帯と有効期限 第 64 条 無免許運転の禁止 遵守 

安全運転管理者の設置と交通

安全教育の実施 
第 74 条 対象：車両 5 台以上 遵守 

交通事故時の措置 第 72 条 死傷者又は損壊時の救護及び通報 遵守 

酒気帯び運転の禁止 第 65 条 
酒気帯び運転の禁止・酒気帯び運転者に運転さ

せることの禁止 
遵守 

過労運転の禁止 第 66 条 過労運転させることの禁止 遵守 

速度遵守 第 22 条 制限速度の遵守 遵守 

積載制限遵守 第 57 条 
・産業廃棄物収集運搬車 

・過積載車両の運転指示の禁止・過積載の禁止 遵守 

道路運送車両法 

点検及び整備の義務 第 47 条  遵守 

定期点検整備 第 48 条  遵守 

点検整備記録簿 第 49 条  遵守 

自動車検査証の携行 第 56.58 条 
・自動車者検証の交付を受けて運行 
・有効な車検証を携行 

遵守 

緊急事態対応訓練 環境事務局 

環境活動レポートの作成と地域事務局への送付 環境事務局 5. 環境関連法規等の遵守状況の確認と評価の結果並びに違反訴訟の有無 
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消防法 

発火の恐れのある設備の届出 第 15 条 
・溶解炉  

・溶解炉（3 基）の設置の届出 
遵守 

LPG ガスの貯蔵及び取り扱い 第１条の 5 
・LPG ガス最大貯蔵又は取り扱いの開始  
（980 ㎏） 

遵守 

労働安全衛生法 
機械等から生ずる労働災害の
防止 

第 85.86 条 
・分析機 
・X 線分析機設置の届出 

遵守 

悪臭防止法 規制基準の遵守義務 第 7 条 
浜松市 465 号（浜松市内の場合。他自治体の
場合は、その告示による。） 

遵守 

静

岡

県 

静岡県生活環境の保全

等に関する条例 
騒音に係る特定施設の届出 第 53 条 

・集塵機 

・集塵機設置の届出 
遵守 

廃棄物の処理及び清掃
に関する法律施行細則 

静岡県知事への産業廃棄物処

理状況の報告等 
第 22 条  遵守 

浜
松

市 

浜松市産業廃棄物の適

正な処理に関する条例 

委託に係る運搬又は処分が行
われる施設の状況等を実地に
確認 

第 10 条 
 

遵守 

浜松市音・かおり・光環
境創造条例 

悪臭の少ない生活環境の保持 第 9 条  遵守 

他

県 

産業廃棄物収集運搬の許可を得ている愛知県・三重県・岐
阜県が制定している産業廃棄物関係の条例   遵守 

事

業
者
全

般
と
し

て
遵
守

す
る
法

律 

環

境

法

令 

環境基本法 事業者の責務 第 8 条 
公害防止、自然環境適正保全の為の措置の実
施等 

遵守 

地球温暖化対策の推進
に関する法律 

事業者の責務 第 5 条 

事業者は、その事業活動に関し、温室効果ガス排
出抑制等のための措置の実施、国・地方公共団
体が実施する温室効果ガス排出抑制等のための

施策への協力 

遵守 

自動車リサイクル法（使
用済自動車の再資源化
等に関する法律） 

使用済自動車の引き取り業者

への引渡し 
第 5 条 

 
遵守 

自動車再資源化料金の再資源
化等預貯金としての資金管理

法人への預託 

第 73 条 

 

遵守 

グリーン購入法(等による

環境物品等の調達の推
進等に関する法律) 

事業者及び国民の責務   

(境物品の購入) 第 5 条 

 

遵守 

小型家電リサイクル法(使

用済小型電子機器の再
資源化の促進に関する
法律) 

事業者の責務 第７所 

事業者は、その事業活動に伴って生じた使用済小

型電子機器等を排出する場合は、収集運搬又は
再資源化を適正に実施できる者へ引き渡すように
努める 

遵守 

浄化槽法 事業者の責務 
第 7 条 

第 10.11 条 

・浄化槽設置後の検査 
・保守点検・清掃 

・法定検査 
遵守 

フロン排出抑制法（フロ

ン類の使用の合理化及
び管理の適正化に関する
法律） 

事業者の責務 第 5 条 
特定製品の管理者(事業者)はフロン類の管理の
適正化に努めるとともに国等の施策に協力する 

遵守 

第 1 種特定製品の管理者が講
ずべき措置 第 16 条～

第 26 条 

第一種特定製品の設置環境・使用環境の維持
保全、簡易点検・定期点検、漏洩や故障の場合

の修理を行うまでのフロン類の充填の原則禁止、
点検・整備の記録作成・保存等を行う。 

遵守 

遵守評価日 ： 2024 年 3 月 29 日 

 

 

（2） 違反、訴訟等の有無 

環境関連法規等の評価の結果、環境法規制等の逸脱はありませんでした。 

また、過去３年間にわたって違反や関連機関からの指摘や利害関係者からの訴訟もありませんでした。 
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6. 主な環境活動 

平成 25・26・27 年度   浜松市新エネ・省エネ対策トップランナー「AA」
平成 29 年度         浜松市エコドライブ実践事業所 
平成 30 年度         浜松市エコドライブ優良事業所 
平成 31 年・令和元年度  浜松市エコドライブ優良事業所 
令和２年度          浜松市エコドライブ優良事業所 
令和 3 年度          浜松市エコドライブ模範事業所 

エコドライブ模範事業所とは・・・優良事業所として 3 回認定された後も継続して 1 年間 

エコドライブに取り組んだ事業所 
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2021 年 2 月から古切手の収集を始めました 

2023.9.30 第 2 回 KAWARYO PGM クリーン作戦 

 
参加者 8 名から 17 名に増え、 

 
45 キロのゴミを回収しました。 
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評価・見直し日  2024 年 4 月 12 日 

株式会社 KAWARYO PGM     

代表取締役  米山 雅巳 

 

7. 代表者による全体評価と見直し結果 

粟ヶ岳山頂 


